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八 セ 六 五 四 = 二 


巧 乏國 日本 

富 固への 道 

巧 賣は商 質 人の モで 

巧な の 懸隔 

阳お 平等の 日本 

山 化で 感じた® 備の力 
网宮 のが 繼と 外阅巧 おのが 展 
官業の 拂 下げに 巧る 网 巧の 整理 


化-岡のを 金 触 系統から ほ 問の 手に 

十. 巧を 事 策の 闽ぶ 巧埋 

十一 ’ H 木 じは 階級 閒爭 はおらる い 
个二- 啟 ホに：： ルら れん-村 奠の 做む 經巧 

十ー ニ‘ 睐义じ 化ける 巧 资の對 巧 

十四-が 物は 率 巧と 逆ん 

十五' 巧木夕 への 利な 配-がの 制限 
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.產 業は 國營 にず べき か 

小 林】 ご 一 

■ r なま！： H 木 

お. 米 巧 W を ホいて が もがが に献 じたのは U 本の 邮 がの 化亂が ことで ある。 

り 本の 巧 巧ぶ 叫 もな 分地 ホした •巧* 大きな 漱齡も 川 水る。 迸 巧 もょ くなる •出が なが も 出 
ホる、 闻 S にね る g は •五が 兢邮 いかぶ 一 一れ て’：：： 本 もが T 游 になつ たもの だとぅぬ た 
てゐ たが、 一巧 化を か W に 牌み 出して 化て， はじめて •まだ--^ 挪脱 鹏聯に むらない ことを か 
つた。 

巧荣を 巧した ホ 巧 か. が-* たる ドラィ ゾ •ゥ 王ィを おる 斯他 柳* ホ チル • W 嘶！ — おてり 卜 


とは 巧が 巧ム •がが 巧 曲む 窗 にが ぺれぱ •日本は わ はれなる 巧を 坊に 巧ぎ ない。 

手近な 結が •なの 巧 巧り 脱 かにしても、 H 本では 齡 眠を 巧つ て 巧て、 H 木蜗巾 化な のない 巧 
はなく •觀 Ir の 巧の & 如で さへ も' お 巧が が 化し、 版献が M わがを はつて ねる が、 か闻の 
がみはをなが^^齡でわろ。 ヵィ》でさへも^化などは化たくも化られない。 お巧^£な化化も， 
姑 巧の 化の やうな うるさい 心换 もな < 、が 巧 巧が， いを'^ と 策つ てで 巧を そへ てなる， 化 下 
なが^、 のは わかりが つた お，^ で 做に したいの はが* だが •をがない から それが 化が なかつ 
たので ある。 

巧械を地下に，；^^なわつたのは， 1つには下水巧。化ボ出ホでわなかつた巧でをるが， この下 
水に しても、 n 本では •やつと この 亂 •化な •义陌 あた 〇 に 巧々 W ホ 始めた 掉 巧で わるが， ホ 
明 にがては 戚に くから これが' も 船し： むる。 レ •ミ W ラ プルの 齡 S を 化た 人は •ジ ヤン バル 
ジ ヤンが 下水 口む ら拟 がるのを 巧え てね るゼ らう •これな ども‘ 巧が ぶみ •化裕 が & つて 精 も 
て 化が る ことで ある。 

巧は ホ g 中* が W の 巧 わ 化て ホ < のをが しみに した •どんな 小さな なにで も かや*^ 巧が ほど 
こして わ 〇, あはり がに ょを が 觀を巧 化して • W ホが いもりが 夕 かつた •日丰 の 巧で 巧 刻の わ 


一 > •ペナに 替圓 け業廉 ~ 


るの 宮 本 巧の 《子 ぐらむ の も S ではなを ろか。 むかう 0 がは 一 《ながなが' が 狀でわ ミ 
丈 ホで さへ われけ よい •巧れ さへ すれげ 齡齡 と云ム 巧とは 巧が なム •航 がに しても •巧な •义 
化の巧巧など， か《のをれわらをれぱ‘ ながに^^ががへたやうなものでぁる。 

W 上は •祖 に毕巧 なお 伉に 巧 ダない が •如が がの がには •目につ < もの齡 てに •そのが 巧の 

さむぶ S 力が 置 4 て • S * さらながら、 お gwQ ちな 器 力 •妄 が祐 空ら 

れた〇 で わる， 

】 r 请 幽 への 逍 

ミの 度ち へて-こを にも 泌れた 日本 I 巧は •先づ 巧 一に、 阁 の おがを ホな ナるこ 
とに 巧 もしを たなら れい •一り も" f く斯 がの おか 力に 齡け かねば ならち おの gw らは • 
ミ-巧が 巧れ なかっ た。 そた は どこ ミよ いわ • Ijl お Q 5 わがを ちで み 中 
50 

なは ホ づ巧か 田が どうして 巧 かの な 力を 巧き をげ たか •又 どうして^;^ の 口 本が 化來た 
かを ちへ て 巧る ことによ つて •令 巧 如何にす Y を 山のを がが!! サ ると 化ん。 


今 ■化 也に •これを】 ♦が 卡 るのと なむ をれ たない が， 妍 へば'* 巧 和が シペ リア 度ぶ t 巧 
を- か巧巧源を閒巧して， クリの化をがいたのは- 巧乂なる||を^^よつてぶをむツたのでわつ 
て •佛谢 巧から 化り たが だけで も •クの 化に して 二 一ぶ 〇 巧 法と 一 だはれ る。 

巧 放が あれば こそ •价 をして これを 閒 がする こと もち へられる が •巧 & ぶしを り本忙 とつて 
化を はを くを 化を なされい •この やうに •か闽 で 巧れ した 巧阁 ぶ必卡 しも 巧 田に^ する もので 
はな < •口 本には •その 田 巧に 巧した n 木 相 巧のを 田 巧で なければ ならない。 

U 本は •巧® にぶ まれず、 が， 結 ホ •巧 •お 加 •化 gji 脚が の 大巧 かを Aw に 4 つので わる か 
ら • H おの 巧が と 巧 お によつ て 化つ より^な く-り 本が 小な りとは ザへ をり の 巧を なし 
巧た の もこれ によるので わり-を 巧の 曲ぶ ホ 寅 も 》 こ むを 巧いて 他に が 巧を ポめ 巧ない •これ 
は •がが 巧を 一胶の で わらう •がら ぱ •巧に む =1 をはて なつ W 上 》 W 院^ 矿なっ などは n ら 
巧 巧を 城る やうな もの •巧* は 正に なて おむ ぺ きで わり •恥 も • W な 巧 進の 巧 一 烧に立 
つがは：^ でなければ ならない。 

一 的の 巧 命に •が佈 がか 何に 巧 巧を 巧な をがず るかは •お モが來 の 席た じが t て も • お 巧 巧 
なの巧«にも剛かな^^*. 巧に巧おのち度にとつて’ それがぶんれ化になるかはをもよく己れ 
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をなる 巧で わる •巧脯 の 巧い：：： 本は 支那が^に なられる であらぅ 。做に W 晚 なく •蘇に 巧な を 
持たな かつたならば、 お乂 にがて •巧々 はを が 人な： 卜に抛 化れ るで あらぅ。 

だが •しかし •化が ナベき は、 口 本がん 卸 亂麟だ 巧かねば ならぬ ことで をる。 椒 に强 をを 
巧んで •巧が 巧 巧の な 巧を けて 逛む Y をが， & にわる C とを がれて はならない。 

一二、 前 巧は 前が 人の 手で 

巧 ー ホ •巧 ニ ホ •五ヶ ザ^が S けぶ おのな がから •巧 巧な のが 斬 載 他が 問が にされ’ 巧 おに 
も巧を闲巧論がけはれてむるや0であるが》 か脱？5しく> ホ尚巧みでやつてかわぅと云ムり本 
で 巧ぶ の闲 巧を むム などは •々く 化 にもつわぬ おへで ある。 

W ■叫が. いな 巧闻 巧は— わの 化 火れ -H 地， 扯 巧な 巧が わつ て 做め て やれる ことで あ？ て， 何 お 
でも 川 ホる 巧の ものでは ない。 巧では W 内に 無 盛が の 巧 瓶を がつ てね るかで わるから •どんな 
巧で も W ザる •巧 K0 化 巧み-巧 的に し •饥欣 の 巧に 故 ひや つても •巧が の哪與 ホ： 巧 刀の W 人 
をはかるころが出ホる。 贿^も巧巧ち错採して， 削ぶがま..，のな巧を狮|?つ-.、むける。 

化し • C れは盛 かれ 巧游 わつ ての 巧 n 本で 的が の 出來る 斬で ない •巧み 闷 のがが にと つて 


巧で 巧 巧な どは 問 巧に をら A •巧ら く wss 力に ょらな けれ ばれられい • 

もつ ともみ 巧 ホが •み* 巧 ホた 巧で をして ゐ たのでは •不 巧なん み < ，巧な 3 巧 制は が 巧で 
れり •巧 制 巧と おつた ものを 化つ て •をの 帖の巧 制を はかる ことは 火 2; に紀 W でを る •怖 I 曲 
巧は •お则 •巧 巧む 化 阱にム i るべき で •化して 白ら ホを 下して 巧 巧すべき でない。 化 ザ 〇 好 
は ホ <± でが 巧で なければ たら A •巧 おは、 巧 M はする が， 貪 巧の 化ぶ は 商人に ホせ る •说巧 
は 商が 人が やる のでた ければ ならない。 

阳’巧 苗の 懸隔 

なは 邮 巧な <两 がの なに W 尚され て':：: 本の 巧 さを 巧いた •ダが かして その^を を悲 巧して 
は扣 ない •巧々 曲 九】 致の が 九に ょり •& ず 中：：： 本を な阁 たらしめ る ことが 出 朱る ± が佔 
してむ る。 而も •こ、 に 一つ •ホせ な C とがわる •それは •巧 {田の 思 W が おしく たいこと で わ 
る 0 

か 凹では •を 巧 もない 义 巧みが あ 0 て、 巧が iA お S をが 巧し く， な •その W にはが おた る 
弟圳：^^巧が巧はれ， 义をれ巧み不をを度してゎる。 
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关 巧の 巧の 巧 十が％ は •巧 本 巧 中の 巧 か 二％ の 人に よつ て：^ 巧され て扛 ると 巧 はれる。 この 
巧の 巧の 分 K がか 巧に がな 平ぃ でもる かは • a ン ドン 巿巧八 打 巧 中 •止 巧を 晰 がする 巧は 四 巧 人 
に迪 ダず、 その 姑 もな おな 化が が •たつた 二十 人の 巧 巧に よつ て 破ん されて ねる】 巧に よつ て 
も かれ やぅ • 

巧な のをが 巧 だしい ばかりでなく •巧 巧の 閒 には ザし い 差刖巧 遇が け はれて ねる • Hw 巧 巧 
乂ホ巧あをどとをはれるが， 巧洲み術市の|*巧巧倘は， あ<ブルジョヴの恥が扣でゎる。 プル 
ジ 3 ヴの 巧の なが 巧 w は •乂 集を をぐ 巧み 中 •を 持の •巧读 M と 巧 ミ 人む ザ ザ 巧视 とは 滯 と 
两 別され て わる。 

自川で巧の巧， 巧蜗にがて， 巧のけ外に化も巧いたのは， その阳巧めか|^峭|^ごゎる。 かホ 
£巧の乂郁分， 化びに下お階なの子あは‘ 化.でがの巧巧巧巧をな.>-#校じ-?0:， その中の任巧 
たる 巧が、 巧に 二 •一一 市 おがの > た 巧 巧に むく •闲 がの 火み もは、 これ だけの がかし か 巧 けら 
れ ない。 萬阶 巧の 上 C んの 子供は. お 立の 小 巧 於から •ハィ •ス クー ルを おて、 ♦が* 解" ド齡 

fi*. *; いが： ぶ ♦,.«<•*♦ 

巧は かの 义巧 W 口 巧は にけ くこと が W ホる。 

上巧阶巧では— 小さい巧から-夕おわ巧をつけ巧巧し’ ィートン》 (。1巧のピ.巧1^0^^の 
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々巧に 巧な 化 巧を 巧 ひ •巧に 牛が •が 巧に 巧ぷ •これは がかに なが か〜 つて， 中 巧 化ね w 
下の ぶ陷 では 靴齡 ホが 川ない •をが 巧の 户 弟は •を 〇巧该 にか 巧した 巧な をを ける ょり 他ない 
ので わる。 

巧の かく， た 曲では、 阁 W 巧な- 3 がぶ かに お则巧 巧が わる •決 かとを ム ことが が 巧に 巧ん ぜ 
られ •巧 巧 •が 人 巧の ぶ 也は •これ 巧-^- がかを の A める 巧で •ホ 門の 出 じが ざれば 川 化は 
お巧である。 をれると> 巧の巧から， そのみ^^が、 判巧ときホつてしをム。 門化平での閑は断 
じて •円 山 弔 ホでは ない。 

五 •四 氏ず 等の り 本 

それに 睽ぺて 日本は どぅ だ， 游 でもな 巧 か 行を 巧け る ことが 出 巧る •巧# しても 火が おけけ 
る •を史 、带人 •寅 お 海-何む の ホ： かに も R 力】 つで^ 世が 化が る。 論ょり 巧が， >= •み 力 
おの 巧 一巧に なつて わる 人* を 化れ ぱ •みく は般 1 巧から •みを 巧し たん、 巧は 巧なる 巧 まを 
がりの 人* である。 何と-む 巧い C とでは れいむ。 

ホ W の 巧 & 弟刖 は、 巧い 巧 巧を 待ち •今り に まつて は •が おその e* のな 巧を 巧む ころは， 
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斷 じて 不可 巧で ある。 これに 反し •巧* は 四齡^ がで をる •實力 本 化で わる •觀 W も' 口閒も 
をく •ホ拍 におる かき 弟 刖樣巧 もを く •おお、 がが にも •ぶ 巧 も わり •が教 が も 多い •その 旧 
« が ル さいとは ちへ ないだ だら うが •その 賊 巧は ホ 巧に 比較 すれば •が稱 巧い • 

巧ぶ ぷ 巧の 巧 巧の 一©^ はむ りに ひどくな りすぎ て •がから 巧の 分配の 公 ザを がる ことは 巧ん 
ど 不可能- 旣にモ なれで をる が •巧が は それが 比 校のに 小さく. がからで も 十み 川 米る。 巧け 
み規 のた ホを はかるな にめ て •円本が 一 が やりょ いのでれ る。 

これに 閒 しては •企类 が 巧の 制瞄 •倘人 巧け の觀^ ぶ、 巧 本ぶ のかり がを 鹏 W して •巧の々 
W の 公. 个を がする こと' そうを ム巧 らしい 觀 靴が 船を かり 川す ことが 円 ドの 知が で ホる。 

阿 W 平 巧 • X 力 本が •そして この 巧し いなの 公^な 分が む 化が を 一^て •闷 W がな 力】 巧して 
お强 するならば， が ホ や：：： 本 卜な间 たらしめ る こ が 川が るで をら う。 

ムハ •出先で 感じた 軍備の 力 

なは 六 + のな になつ て •初めて か 巧へ むつて 社を ので わります •邮を 出る 巧には • n 木と を 
ふ 巧は 化 巧の だん お蜗 3 】 で わると か •円本の 义 明は^ だが 既に 比— 恥, がしと いふ やうに， 
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曲 かされて がり i したから •を < さ うけ じて をり** した • 

がわに •西 ホが 加へ がり i した 化は •惟* 巧 U ぶ W の 旅 巧の みを が じ 4 した だけで、 化凸中 
に R 化 己へ りを. がボ がを ホいて 巧て •扣^に も • n 本が 巧乏な 巧で わると 一石ん ことを 怖 切に 
ホ じました •讯 巧に •共の 义 化の 巧れ でが る こと も‘ » 米 化が 西に 校 ぶれば， 巧は を 十がん’ 
巧 ザ もは みり をせ ねが， か 巧に なれて おる •これにの がくには、 どうしたら をい かとい ムやゥ 
な C A をち へさせられ たので わります。 

巧は おい 時から •寅 k ぶ 面に のみ 沒卿 巧して がつ たので •ほ あにもうと < •巧 巧に も 無 W •む 
で わむ i したが •が ザ ，^を ホいて 見で •円本の がか 度 おが 巧 火に やつて ゆける の も、 外闲 へが 
てな 化な ホ チルに： £ つて 人閒 なみの 蜡巧 をを くるの も •をは 巧 困の お盼で わる •おし •り 本に 
巧佈のが5^をかつたならば， 巧*はぞ巧人むドにか巧はれるものボと云ムモうななをも巧4し 
た* 

がは 今 •巧 巧の 勢力が 巧い から， 巧 巧忙呵 ねる is ム やろ をな かで なしに、 がは •すぐにぶ 
じ i したから， ぶ 人に さう をん こと t 杳 いで 送り 4 した 巧， それが ダィヤ モン K と云ム 巧な に 
度 つて 盾り ± す •寅 民 > もちら を ホいて 見る と •お 巧 •人 化 差 刖と肯 ひます か， 入植 ど 
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ろ も〇ら ぶず とを ム巧 こも 巧を i サ ねが •どうも 日本人は なでの がに がて なれて 巧る 0 みなら 
ホ、 白色ん 巧に な V ると、 何ん とな <5¢? 載りが する ばかりで な <• H 巧 や 巧 やか やどう もを け 
やしない かと 云ん やうに が獻 する ので & りまず •が 巧す るに つれて* 是 は-もつ と K 巧には 强 
して •巧 卜^ まさなければ ならない， を 巧の 向上 もしなければ いけない •问 巧に 巧* の アツ ピ 
T ゥン スも •もうが し レィフ アィンす る 中う になら むければ ならめ •と 安 ふやうな 紳 いこ ±お 
もがが 過 化になる • 

黄は’ なは二人阿巧55を巧れてをりました0で、 かは巧ホなの通り* ルさな巧巧化巧でホり 
i ずが， なの 巧れ おは > 齡 が もぶ がで われば •賊 おり もまぃ， 巧 もが 巧 乎を 巧れ て 巧つ た。 で 
わるに 附 がず 》 ホる 巧では 「おがは どこから がた • H ナオ ピヤから ホた か」 とな はれて 悲 巧し 
たのです， 

S わ •どつ ちで も かい サ うな もの 0 •あちらを づつ とかいて 巧る と •义 化の 迹れて K ると お 
ム ことで， もうみ し 人 巧と しても*: 巧では わらう が • r ツピ了 ランス もょ くしたい。/ ツ ピア 
ランスを なくす るには •矢 巧り 巧が の ホ 寅した 化 巧を しだければ いけない。 それには. どうし 
て も闻を 巧ます ょり 外に ホを はない と 云ん お编 をが て W つたので ホり i す。 
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セ' 网 なのが 遊と 外网巧 おの 發奴 

巧を 巧ます には どうし たらょ いかと 哀ム問 巧に なろ と， を n までの 口 本を 巧き わげ たのは か 
巧巧姑のわ嚇でわる， が獻ががをがつたお巧でをる。 化のなになては， どなをでも^はなか 
らうと 化 ひ i 卞。 

何ん となら ば， ¥ がの 化れ て 巧らない 小さい な闲 •王ぶ 用材 巧 も 何もれ い 巧 おれ 化蜗 が# が 
に 巧り 阳 してが がの 力に 巧つ て •どん*-^ 忡 びて 巧 < の •巧 K からのを をと 哀ム やう 化 もの も 
わり 4 卞 けれども、 胤して か 巧 巧 お 0 ム齡で •化 度まで ホた 〇ガ と云ム ことは， どなた も 巧な 
はなから うと あ ひ 4 す， 

さう ちんこと をが ぺ ると •化 〇 々た* のこ 主を して ホ i したが ■どうも 3^ 田から をを かつた 
ホめ しもを く •巧んだ か 巧みが がいやう で， C らも ホ 田と】 つ 巧 巧で もして やらな けれ ぱ のの 
巧に ならない と をん 化に •を 巧のに か田谁 出を がへ さ サられ る •が、 どうして W を甫 4 すかと 
S ムが方 巧た 化 心め にち へる と， だ* ありま サ うが， か 巧ん を 巧 乎に 巧資 をして 敗 技ず るょり 
ホに をはない。 卽 ちがを た ホと してち へる と •巧 ホの 化 ホは 民閒で やらを けれ ぱ ならを いと 一巧 
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ム むみを 巧て W つたので ホり i 卡。 

ところが • n 本へ 闷 つてなる ±* が 制 « ホ とお ム 巧が おくて、 なての ものを 田 巧が 巧 制する 
とぶ ムだ 巧で •巧ぶ が 化 事を して：；：^ かれければ ならない •をれ じは 多くの 化 審を巧 巧で 中る と 
云 ふやうな 巧で •がの ぶな どは 恐らく 辟 みられな いとが がし il た。 

併しながら •四に か W 巧 姑と 山、 巧は ホ 巧へ 出て 义刀 むちを して 巧かなければ ならたい W 上 
は •巧う 云 ム闲れ で 巧立ガ とわ’ 〇 か C 每む九 0 み じがつ て义を < なるとを ふやうな ことは， 
巧 底 f 巧 能で わると 一巧ん 巧に 巧な して ほしい 0 でれ り t す • n シ卞义 は 支が •又は ア X リヵな 
どの やうな 义 をな 闲 •自お 巧：； が 化が る闷 •かるの B なる 巧なら ぱ巧 もめ も •巧 例の やうに H 
巧な 因で をり ながらが Q& がは ホ 巧から A 入す る •どうしても ホ 巧との 巧 也がなければ ゥマタ 
ゆかない 巧で わるけ 上は， 巧 内ガ けで 崭 制と ちム やうな 穿 巧な ことで、 巧の 班が ‘が 提は出 ホな 
い •どうしで もか阁 なおの ために、 あらゆる 巧 力を 巧つ て 巧な する が 巧が ある- 

がの 方法の 一つと して •領 ホの M ホを がへ たいとい ムホ 巧を おの 中で 曲 かされて ホた ので わ 
ゥ ます** 

巧 巧と 一 おんが 巧は— ホを だになる 一つの 巧 巧ガさ うでわり ますが •« ホみ のか < •ィザ 9 K 


巧 巧な どは •巧 じ话 K 何十 ザ もがつ て* 本 巧に 自 巧の 巧 巧 人の が 菜 t して 店る が •日本の 巧 事 

は 1 •二が 巧つ て 巧* に 化つ て 巧く ので •巧に ない と > ホ ホが を ホいて 化て' 巧 巧の® U 

ぱ もり 帖 くので わり i す •これは 括 巧 K と间 がと がを* ちへの な ム巧も わり •どちらが ょい わ 

と 一巧には 中し かね 生す が •今 U は 巧 ホを 紐る 時では ない •灼 がどう 卞れぱ ょい かとず ふなに 

巧て •ホ S にがいて わる 人 載の な 化は】 をした とぶ ひ 4 した •それは •巧 巧な 本た に 立 巧な 才 

フィ K を 巧て、 •さう して •化の 巧 ホは なお 人の 巧巧モ になり •そこには 円本の 巧な のな 本が 

放列され てあつて •ながに n みの 巧みを が 制する •今までの やうな ながの 巧 ホを どを 止めて* 
■て いで 

巧 薄 巧^つ わが ザ 巧が みしい とを ム やうを ぶな も 聞いて みり i した' 

八 •巧 業の 拂 下げに 巧る 閔 巧の 整理 

をはち な 讲义ガ と 化つ で •巧：：*: 論&る ものを 化 巧 ざ t する だけで わります が* どうしても 
ホ 巧 巧 あを 度ん になら しむる が 巧と しては， が 巧に 义 きな 閒 巧， それは をのが 化 ホ かで あつて 
ポぞを 巧 t 进巧 しで •これから 巧みの 中 狂 午 何は の 公 巧を 化して •それから 讯 巧の ホ 寅を して 
巧くぺさものであるは上は«せのか<» ホ芋公巧を出しても， 世巧に巧しでがの38||^化を巧め 
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させる やうに する のみなら ホ •曲 巧に 巧ても •因 巧を して 巧-むせ しむる 度い 方が がわれば、 其 
の ホ 法 も 特忙考 へる か 巧が わると おへて がつ てを り i すると •是も 令 n の舆； a では* 反 巧で わ 
るやうにホつて盾りますが、 なは， 化の-1-二年巧の»んをがむ時には， 4|ホ八ムがが狂巧ぁるわ 
セ巧をるかかりまサたが、 その巧巧する公的と， 格同おの公かを直ぐに巧巧卞る扔|^をおへた 
ら をい ザら う。 をれ は 何んで わる かと 中し ますと •差を つて •口 本 お 助の が絮を 巧閒に 巧り 山 
す、 巧 役の 巧 おを 巧圳に 巧り 巧す ことで わる •化の 二つの々 杜の 巧を を 巧り^ したなら ぱ •を 
らく 五 巧 凹に 巧い ものは をち に のられを サゥ • 

田 决がお 制する が 巧を 巧つ て 巧る W 卜：は •そのを の 巧 式を 捆 斬^たなければ ならのと 云 
ム理 ホは なから うと 化 ひます •唯 •巧 か 巧 « を 巧な する 時-巧が 巧な 所を H 相げ ねばならぬ 巧 
-時の便をのホもとして， 巧索が夕かの巧おををつと云ムことは， がの，；>4^の齡5^をが姑なら 
しむる 巧 ホで わつ て •巧 美が 抽^# を 巧つ にが ざれば •化の ホた が 巧く 巧かない とお ム斯 がに 
はならない と 化 ひます， 

円本 热巧を 巧 tt にな つても •巧は おを が 巧を 巧 巧に なつても •巧站 if になる がく、 巧みが を 
を 持 制する* 九が わり さへ すれば •曲 お 0 巧 ふが りになる ので わり i すから •化の 敵の 巧 まは 
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巧 削に お資 りになる ことを ホず する* 

创 化かに 4 恥 恥 抓 解い ゎれ ぱた *0 み 化が ゎり t す •齡 がれ 十が 巧 化 ゎり ± 廿う •さう 石ん 
ものを 脱がに 巧閒 にを 巧り になる •於 脈では をを 引 化つ で •巧が のがが として 巧ん にだ 巧し の 
るので、 巧 菜は 巧 度し 巧る のでを り4ナ， 

さう して，】 モ ではを のげ たる 巧を にょつ て •公 巧' が い •ー ホでは ホ ザな 巧を 巧む して 
巧<。 もう】 つ|^んで云へち 巧巧に|^?'る巧ての巧ぶは> 么を騰に巧ひ下げを 巧みの# 
R もを いでせ う。 试 巧の がが もを いでせ う •巧ろ y ん でぶな'^ 削に おしたら どうわと 化 ひ ± 

す* 

巧巧などは， ^^恥^ホいて化ると巧におく備恥に山ホております。 中&ゎばなぐに化けて巧 
れまス さう してが のが がは 五 的 か 十の の 化 巧 巧 t 化せち がけて 巧れ るの みなら ホ •も 
ろ 巧らない iiill へぱ •其の ホを なして 典れ ると.- 占ん 化に なつて 巧る。 n みの やうに ffi 巧が つい 
てな つて •♦巧の 脱がが を ミ 巧ん と IW ムが がに やつで 巧る 巧は •戊 ホ ホ 化 田 じは ない ので ぁり 
ホす •おし •帝な を巧閒 にが 巧け ると ナれば •がちが ろに 十 巧 近いを を 两决は 巧る こ A が 出 ホ 
るで ザう • 
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さう ちん 度に して， がが 4 でが 下げる とナ ると •是 はを み をらざる 巧 山の がに をり 4 すが， 
W 政を お 即に すると 一 占 ム义ホ かからな へば、 なて 化の 巧 •がう 云ム もの t 巧 巧に がす •巧 巧に 
なせば •どの か ホ ホ 巧が ホ H する かかれ ません， 

化を •世の中の がが が轨 とた 不安の 化處 とがん ものは、 闻 おの ホれ にで も 化 巧 t 巧へ る こ 
との化米ないとをムことも一 つの贼既でゎ〇ます， おし， か〇の巧巧巧於を巧即に巧すと卞れ 
ぱ •どんを にか 化 巧が ホ くれる でせ うか。 

巧妄 忘’ ¥ が闲决 の 登が 二 & 解沪 ぁる さう でて 今 化が のがが を ホいても •日本 
の パ ブトと 一公ん 拡がが ホ 巧に 齡 が？^ れて巧 〇ま す。 おはがが にして か •を ひに して か阮 巧— を か 
み 4 化ん •ですから* どう 云ムお でれ るか 之を si 雌す る ことは 出 巧ません が、 巧 おの 田へ 巧 
つても* ががのパットとちム拆巧は、 が说^〇れて居るさうです。 が巧. 巧闻が梢を巧つて、 化 
ホ •紀 がを 化 巧に が 斬ず る 如く •巧が も， 策し 城が で やつた をら ば、 巧 ひは が 化な の 巧 おな も 
のになる のでは ないだら うわ。 さう をん やうに おへて 化る と •是 から 先を に 巧 十 巧む ホ ザな は 
を 化す ものと しても、 がづ化 姑を 一け 巧と して •田が が 化 ひ 切つ て何+ 巧の な怕 をぶ 巧して • 
巧る 巧に がす ぺ きもむ ではないだら うわと 化 ひ *す》 
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九， 网 がを 金铁 系統から 民間の ホに 

こ〇かにホだかんなる州かがわりを卞〇 抑みなのやうじ， け木2をが巧が?^じ試におがなつ 
でが る。 份へぱ • U を H 本 げして がる々 化は •巧 化れ •わは 凹 わりを せう。 巧 巧 四の 中の 丸 
巧‘ なち 化 十 化 近い 公 化は おれが 巧つ て 巧る かと：： ム へば •を 化 巧 本 あがが 持つ て 巧る のでを り 
4 す •巧： 化の 巧 化は •一二 巧ぶ の 巧 叫の 化 巧に 化り ますと • S リ ホに ホ かりの 持つ てがる 公 ほは 
約 六十 六 & 凹で わ oi ず •がの 化に 巧 除々 だ 巧み 巧 •ながの 巧を 巧と 巧ム やうを > み议巧 
本 巧 巧の 轉 つて 招るな 化が •义卜 巧！^ < わるものと 卞れば •をが ホ 巧に り 本のが 巧に がける 巧 
になつ て おる のでは なから うかと 化 ひます • 

凡そ •解が 巧 巧 巧と 一 占ん ものは •共の 阳の寅 カ パが の 巧の 宵の 巧 巧に 化つ て •〇ら 化 i るべ 
を もので わり i ナ •な 巧を-巧れ し ■今の やうな よ ペレ I シ ョンに 化つ て •やり 巧る 时巧も かぶ 
わり 丈す けれども ' 2 苯 すると ころは •巧の 黄 力で わります •化の 姑に がて • n 本のを が资本 
巧が がを 巧を 九执轄 つて 居る ので わるが •化の： S をは どうなる で サゥ か。 

荣 し、 怔を 巧な 巧に 一寸で もがが 入り • 】寸 でも 不安が わつ たを らば， 公 巧の お 巧は 巧れ 4 
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せん •化の 瓶が がが がの お 待 お ホる 巧 川がん と云ム ことょ 〇 も •化 0 がを 化® がを 冉 資本 
巧 おに 春いたなら ぱ •斯 がなら ざるが がが はないで せぅ か。 だから •が ゥちム ーつの お 苗は、 
巧く まるの が d しいので わり 4 す。 巧るべく ながを して •さぅ してを まの 公が の お 嗅の 方 巧は 
か闻 の 例忆 巧る のがを しいと 思 ひます。 W 呆か のかく •ィギリス にしても •フランス にしても 
公 化は 闻 巧が がつ ことにな つて 居る •また 之 fc 巧 化すち 法に ついても •ホ 巧に 巧 九して おる の 
で わりまして •かが，^^ なれむ 觀巧 巧が を* るが かく •义 いに のいて がります， 

自分の がけの が 化 まの 巧を とお 巧へ て •なほを 持たせる •そして 巧 公のを 巧た せた 上に • 
ちれり^ サ りに 巧な をして ゐ るので わります。 

なる に •り 本のが 齡 がが? と ミム ものち ながを 巧る と ミム ことは かし もがへ ない • 
が化かとちムと， 么を《本級巧へ1^:つて巧<時は， た麻でなければり水が^が巧がしない。 
巧ぶ’ 他の 斯が扣 觀 い 持つ て 巧 つても 孤 W しない ことは じい" でを b まず。 しかし •他の お 
扣巧 巧を 蒋 つてげ < と 及ん ことは •化の か 赃巧本 系 巧け 化 巧で ぁろ •化 S なけっ 邮の 权お卜 W 
はれる がた めに •俯 W も 公 化なら ぱ SI 於い 卞 るが •おわかの ものは 持つ て 巧かない と互ム のが 
み 円の 似齡 "になつ てが りまず •化は = 本 お 巧の が あがれ も •巧 巧 W へる ぺ をけ 明が がて 朽る P 
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うに 巧 ひ ± す •巧 巧に •ホ 苗 巧 本 ホ 巧が な佈 でを いものに 巧しても •巧 巧ず る やうに なるやう 
にを る •そこ 広 巧 巧的艇 巧が 生れて •巧ぶ 巧は が；：：！ するとぶ ひ 4 す* 

巧ち •斯 のかく して •疯 しい 巧ネ のが ホが •巧 巧の ホから »れ て 巧 W にがつて ザる 巧には • 

巧の 中の 巧 おが なくなり •化 事の み 量が 巧え るの みならず、 织 巧の々 ぶ 方 かが 自ら g る •な 巧 
の ホむ が る ことは •问 みのた め 非 巧に 巧な で わり •必 虫で わると； 2 じ i す。 

現 おのかく •が 阳が波 巧を 巧 巧す ると ころに' 巧 W 貼が のな 巧が わるので* これは がず a を 
巧 巧に がて、 横を* へるべき 時代が 巧る とを ひ i ず •ホし いなは わと わら 財^の" 川 法と いんと - 
£ろでを巧卞るクも0でをり4ずから*""が|6し*して》 このを巧^巧をお巧に卞るために， を f 
JB 巧み あ « の 化な をが 巧に w 拍卞 るので】 ♦典の ガと ザへ て 巧 04卞* 

十 •民營 を 業の 閔家 管理 

そして •巧 度 ♦業 t 巧ん にして •一方では •それ 巧の 巧 ホを 孜 巧が 巧 制 管 巧 する •現を では 
ft 巧は we 斤 巧し 巧ぺを ことす らも •が 巧して 巧 巧 しないの み をら 中、 白ら 巧が を 巧して •巧 
ホ化を|^;^しで6る* co泌B^化f 見て* これを匯おするをは， f にょるにわらざれぱ， 
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な目ボ •自か iSjjf .にやら せる とれ < のかを 不抬来 ザと ち ふので わ 04卞" 

なは 現在に がて ナ らもは かが 典 へられた る 巧 巧に がて®^ するなら ぱ •もつ と ゥマタ ゆく I 
のとなじてねる。 が.110^の#脚ぶりをを4すと， 寅に#*しいと巧ム。 を». ィギリスと舌ム 
苗は， «つて總てのみを<^5^して居る〇でわ04して、 一例を擧げて見4すと， 其の々巧巧3 
にがては、 を < 巧り w る 人，】 番 ぞいのを かむ 入は、 巧 下 度へ 巧れ •それから かし 南 < 巧して 
もを い 人は、 パスに 巧れ、 もつ と 出し 巧る 人は •タク シィ I へ乘れ 》 と •ち 中ん と 巧 叫して わ 
り 4卞》 

而も •其の ク クシ ー などは •ホ 常にない ので あり i して， i た •タ クシ I の 巧 tt 乎に も 日本 
のやうに， 推でも巧香を化しさへ卞れば* 巧すと云ムやうな1^かなことはわり*甘め。 を<巧 
! にお 春して 巧て •さう して •半 鼠に なつて ホ かがを が 出 ホた とい ム人 、わ ちらには，々 巧 
の お 跑をガ とか •尝を だと かそう いん ものは 無い そうです •小 敗に なつて •みしを が 巧 ホて 
巧 年 だからと いふ 中うな 人が 度 4 夕 いです •ですから •巧の 白い わぢ いさんが、 な^で 巧を K 
つて， さうして， タクシーを{?!;|1卞る。 をは、 ドィツなどもさうです。 日本むやうに’ 血‘一?* 
りのおいものがプヶ シ 1などた|*18して巧0まサぬ《 巧*^4*时卜してちるのでわゥ*す。 
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巧る に • n 本む H をは どうで わる かとを ムと 、おれで もやら サて •巧の 多 <は6 巧 的れ にな 
0 て A る 

巧の が 化から まへ ぱ • は-ザに が パ 巧の^ 邮 たして 巧る が •がの お W を ホ かの 上 か •巧 
巧 おかが g か!： 故 かは 知り i せんが、 が ザ 斬の お 立み なに パスを 巧 巧して 昭る 。がの パスは 
— かる 巧は 二 巧 も 一二 巧も斯 けて 居る さう です •さう して •巧の ぶ 巧の 化 用 巧と ち ふ ものは】 义 
も 神は ない • が もがは ない •がは 巧つ てが の泌 巧を がが し •さう して •- 方では 巧みむ パ 
ス もが 貨 してな ホして 思る •凡そ •巧く のかき 不巧 削で 何 巧が 川^せ うた 

巧う 一 占ん やうな が 伽 こを •お窥 か 巧で わり i ず •た i の 二 S 巧備 、お 巧の •化の 巧の こ 
とは •巧が がが 邮卞 べきで わりまず が •それ t か 化して 故いて 円か 巧 爭の货 あのみ を論卡 るの 
は •邮違 0 て 括る と 巧 ひ 4卞。 

がは 巧き がに がける •がが 歡 # がか 内 巧が 制を 巧な にみ つたので わり 4 ずが， こ、 では 白み 
の#問の問酉には||れ*サめ。 巧田は- わらゆるものを^^してゐるそうでわ0*卞が、 ちょ 
つと， こちらへ « るがず がら •が妝 にな 寿り ました •作が* 餐 あの 巧は » ホ 巧の かく •其 巧に 
巧 N して 巧る 化な との 做 一! •巧 化が わり i ナ •化 S 巧 おが 上 甲 巧が 十 巧で •船む 中へ 入る と E 
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一 わ ♦ペナ Kff * 巧 S ~ 


巧 •是が おえず 般 つて 居る むであります が •わの 义 をな 巧 0 中に •がが としては 化 人の 巧 業た 
巧さない •巧 ガーヴ の巧龄 にお 机せ しめて 居る •其のけ 0 に， 巧む が 船から なる がが は-ホ 巧 
の おを で 阿 十一 巧 曲 • n ネ のをで T 度 A 十巧闲 お上げる さう です •この A — 巧のは 半 巧の 巧を 
で わつ を か •一 もで わつ たか •つ レ 削き 沿し ホが •巧に 巧 •さう 云ム やうな X なに 概 W をして 
ので わり t す • 

門 巧へ ホる と •中* さう はけかない •巧モ にを* なおが •巧# をして 巧る ので わります。 曲 
巧から 巧へ ば •た* の^が 白化自 巧に 巧が する 方が， 度 利が をいで ホう が •それでは 化 入が か 
ない •をれ よりも' 巧け さして 化ら うとち ム 、がう 云ム 巧を 利 巧が •が 巧に をい やうに ザへ ま 
す •さう をム 巧に すべて 肉ぶ が 巧 制して 無な りない やうに する。 そうして 的 W をして' 一生 瞄 
なにな つて 断 かせる。 むい 义 川で わり i すが •巧 巧强 もを 円のと して •巧 如を か W になけ ない 
やうに ずると ホが したので わりを 十 • 

十 一、 n 本には 階級 阅爭は 起ら をい 

を こで、 叫 凹は 巧 巧の ホ 巧ぜ Ik です へば •さう をム やうな ことを すると 巧ら に 3^ 抑の 化を 化 
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♦ナ のみで、 現 巧 巧な にはが 巧 s ではない わ • gT は •ザろ が閒 の# がを が 恥じな 正し ♦い* 
…… ぶを M とす ひ i すか， A 巧の 巧 w をな くなず 巧 わに •价^ には 巧 萬 曲け 上の 趴 がは 巧た サ 
ないとか， 巧はが^?:3^^^广糾的を加 へるとわ， いろ-, ^ の & がが わる 中う^ がが て 巧 b ますが 
ホ ホが 巧 4:?^ でもつ で • n ネ には ホ w です ム やうな， wisf ♦とい ム ものは 紀 いわ も しれない • 
それはが1^と=:サられる日巧の；*5|£なるものは， か»とはみの齡^?がを巧巧つてゐるのでわ 
ゎ 4 ず • 

か 曲に め ミが かの をの* いこち が 潔が がを いこち 當制 巧が 講宽 のかく 巧と 
してを」 て おつて • 1^53 酸？ をが 量" が gK たない •を も gg をて 時る と ミ 

ム やうな X に 巧ない 化 おで わる こと， 艺を斯 ぶす ると i たがくな りそ卞 から •がは 一切が なし 
i して •共の おな ザけ を ホ 上げ* ナ〇 

さう まム H をで わるから •がか y 那 とかと ちんことは じて 出 巧 & い •削 お ホと •を 巧 
と A さ 人の お 化 •この 巧な を どうして 中る もとず へば •* 西 西の のかく-力に 巧 0 て 巧す 
わ、 なら ぞれぱ 》 巧*!! 巧は 巧 太 巧の やうな' おが にがつで 邮 りを りに も现 化と！！ がして 巧く わ 
とち ム午 うち 巧ない 情！！ がなる ので わり i すが •をに • U 本は がが 腑が がかし もを い •な a 
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巧】 巧妓の ホく のが sJ は' —— 尤もた 若い A * は 其 虫を 巧き 走せ めが I •巧* の 中では •な 
人の 中 •化 +お人 迄は •が 共同 ほな^が り もので わりまして •亂を •巧 ホの やうな がな めの 
巧とは 述ム ので わります から、 駐は 化の 巧 巧に 巧て •日本には i ボ なみと かが 脚なん と 一ぶ ムも 
のは、 ない ともへ てが 〇 ます。 

化 間では， いざと を ふと、 S ホ • S 考也友 •を 巧 •なは をず はが 陳 なんとち つて ィデめ る 
のは 可 交 巧 だと 脚つ て诏 る。 邮な となれ ぱ—现 ホの 制 巧が 牠 持され て 巧る W の， 接く はかない 
巧 命の 下に 用る ー ッ のが 化で わつ て' ホ 巧の やうな を 巧で も 何でもない。 何 かかとを ムと •日 
本のを 脚 巧 本 削を 巧 的に して 巧ろ 此の 巧の 神迹 中は’ がけで な 託に むて 卜の闲 W 玉む 的り 
ををして巧る， が巧の側かまわは材巧舍巧は、 巧にながな-^^:^^でわり， ホ阴にはがつてこれお 
立が な ものは ない。 これは^ 巧 巧を な 巧す る 俩乂巧 巧で わるから •どうしても^ 巧く 巧ぶ して 
むろな 川を 則ん じて 少しも 無理を しない •ん跟 な 巧む でぁり •衍 巧-® で わるが •ホ 闻のそ 
れ とは 巧が 巧が々 巧が つて わ る •か 巧の 巧 本家は • ^ けと いふ や 〇 な 化ん のをを ぁつめて， を 
巧を するとい ム がかく， が齡 のことは やらない •元 ホ • ^ 巧と い ム巧資 は. ホ&お 巧の 時は • 
& ん でもない が， が巧悄 にが g がわつ たり •巧が 的 めれ 巧が 何 か めに 巧 はれて 巧 巧が をつ 
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たと 卞れぱ •巧した をを どと IK ム ものは • か 化 ホる ものでは ない •仲： J に 巧 化 w パ 上の 4 
巧 はなたせな いと、 奶ぅ 云つ てか阶 けられたら • でかが から g がいて むる 人は* ぶ 折は 川 
巧ないで せぅ。 

T ち 十近热 巧に しても •巧は 巧れ たな 巧を 巧 化に なれ ぱ もがりになります が-が W 級；；；； で 
も 加む が：；；： でも •哪 巧して わる W は それ!^ わる < な いにしても •挪ぃ ^ ると 化が が とれな <て 
紀 w 巧な 巧 巧 にんつ て •似邮 になる に ままつ て&る •触が や， 5:;^ は •阴 巧になる と •がが と 一く 
ムものは化れるものでないので， 化〇ゴ^が* 巧义， ぞ旧とザムやぅなが秘なり本^中-む 
になつ て枯 るが がま 本閒 でも， 现化お f か-化の 邮 制が 巧 たれて むる 邮 が- :：: 共夕 《巧く 
とお ム と、 か 巧のを 持なん と云ム ものは そんな 熙 がな こもは ない。 

十二 •獻 ホに なられぬ 宮 蔡の鎭 巧經稽 

日本では をを 持になる と •鉛 祝が 龄を 中る。 是 はのを へげ < と •巧 おが おを が 則が ると 千； 巧 
を 巧る と间じ やぅを ぞ 巧で •巧 銀行を やつて 居る • g が 二が が积の おおわら 化て、 非 巧な A 化 
で わつ たと ち ふこと をち へて ちる にな ひない •巧し •が 〇 か I つた おと 矿 ひを 卞 か' やりかけ 
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た 化 ホで わる •孤が^ 轨の もら 化て、 凡そを 持が が 巧を 巧つ て •巧 巧 曲がる 理巧 はない • 

A 化 巧 某は が しわが ミサ 巧公畜 はかが がを い 巧り 忆從 一整 一 泣と 巧み 巧い 
それでょ いので ある •がるに •が锐 が 金を 巧つ てを 巧を すると ゴムので をる から •巧 苗を かつ 
た 上に% がつ てね る， この かが 一^な ことは をい ので わり ± ず、 

人閒 には 並に もがが む も われば* 巧 巧， む も あるので •化の 化 おが 今 n の 日本のを がな 本閒 

のを 巧で をる と间 巧ち 幫廳 、卽 ち— 巧 本が 度と 巧ム ものに 贾の磬 、むを 巧た ミ 

でを ると 化 ひます • 

t 巧 ■をのが 關は • で 化を とす ム けれど、 おへて 化る と 可 巧 巧な ものは ない のでを り i 
す • _11 井の k お^でも •一二 巧の 巧 ま 人で も •が 解れ ことを 少しもない •邸* 巧々 として 巧々 ょ 
り も •みじめと 云ん とが 齡 がわり をす が •一^ 亂麟に みじめな 巧し をして 巧る やぅに 聞いて 居り 
をす。 

巧 おへ 巧く と云ム と，^ 熙 がを 持は 热 巧を やる と 巧 つても •た r が 巧 部み の 巧 本を 出して む 
ると を 妾で • i がか 名 巧り を 巧げ て、 佩^® 巾と 锋 ふやろ ち掛な 装を してね る 人は ホり 
をん 卽ち •これ まの 提巧も •かずな 常を て •が】 載の や ミ’ 黄杞俩 人の もので 
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ない 立 巧な かりに s 砖 する 時 巧が 氷て， が もは を 巧を サ るを らば • M 恥 円みの おを ホで 巧 
巧にやる ^5^をやらない人は’ ^^をやろ 现ホのやうに巧がをやる人の义がみは* 惟を持 
で •山師 だと 巧ムの？^ はなく-な 巧を 搔 にはした た 巧の 巧 ホち ミムを ミて •巧 
历が 巧の R を かげる ベを 巧 化が ホる ことを か iJj ■ナ る。 

巧 だ こ-で 鹽车 •へまろ がを もうけ 凹を がます’ その 利な をの 豁を 何に ナベ まを 
いム點 にがて-口 本のみ をを でね る秘 でぁるから •呈 S が挤 しい 髮 おがに ょつ て’ 
慧をを 公 ザに ナる ミ：^ 出 ホる ものと がるので ゎり まて ではを てむな はれま ザ 

ち * 

十 S •歐ホ じがけ る 巧 巧の 對抗 

巧 おもと 巧 ふち 巧 ホな りむく-を むにして ち ァィ， 力に しても •が 載は。 ック フェラ 
I とか > UK ナ卞ィ ルドと 巧ム 人は •巧资 の 方を だ^ゎり i して •それに かて g おげ ると 云 
ムと巧 巧に お < む oi すから •化 もがを まナ が. 0 本の やうに • 巧を をして をを 巧し 
で. さう して 拍がミ 居る 占责や ミ-そを がかが た ミミ ミ や ミホち。 シミ 
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やぅな でなければ， どんを こ i がが】 つても こわ < はない •ザから 伽 かとち ふと 巧 立です • 
委と 巧め のがが が •をの 一巧を がげ るち おは 聞いた がで わり* すが •ィギ "ス にゼネ ラル 
ストラィキがだ〇て‘ |^がどぅ化るた なおがをくなるとをム累ことち 巧*巧々としてお 
る， がの巧^355は大人りが口でわるち ィギリスのが持ちは， そんなじとは巧んとも化つて 
& ない •巧 拍± でもが 俯して 巧く •がの 閒に •が S はすを がえ 繫は 巧へ ろ 巧 巧 も お前 速 
は， たジで^<れてやるぞ’ 病おにをれぱ、 た齡|!|はたジで巧おへ乂れてやるとゴムやぅに， 改 
偏は あるが •巧く も 巧 利は 何ん にもを い。 

が 巧に がても •齡 じて ザ 巧がない がか < に •が S 城が を どと 哀ム けれども •それは 本に 奋い 
て わる ことで あり ます。 

下 巧 本に がいて わると 云 ふことの 例を® 化 < 我がぶ じたのを 按な として 申 上げ 4 ナち 凡そ 
本化閒 巧つ たものは れいと をム ことを 留 巧した ので わります •それは がを の 巧です •巧の こと 
を n 本へ がコて 本の 閒进 つて 席る •がれん と云ム ものは がに ならぬ とま ふことは •巧 私 巧と 化 
ひ 4 した ことは •がは^ 熙が巧 山の 巧 巧 店を 巧强し •をれ わら 巧游 贈が のみ モ 面を せ强 してが 
て も •化し これを 餐 巧ず れぱ 直ちにが ^5 ダと 云ム 中ぅな ことは 一す もし 中 ベらず •どし み \tt 
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つて 巧む ずる。 巧に もせ ホが 汝 もし 4 せめ。 巧し いなぶで わるが が ゥがム ことは 巧 はれない。 
何ん とかして 之を 巧 巧せ しめたい とい ム理巧 だけが •卽ち 巧み ザけ 本になる ので， がの 滿 巧の 
巧ぶ のた 巧で も 巧 てげ て 巧刚に 巧す ガ らう。 巧な はれる だら うとい ム ものなら ば •巧つ て乂留 
义 巧に 巧が する •一寸 巧 はれそう もない から， こ、 でが がを する ので わる。 

それと巧じに， 1 つの巧おでわるやゥなことが* がに{|::いてわるのは， ががががなんとぶム 
やうな ことが & レても るから • ：！^ 索 巧が と 云ん ものは •巧げ は •さぞ 雜 して 盾る だら うと お 
つて 》 を ♦に 寅 化する と 》 ミ おなん と云ム ものは’ が 巧 ブル ジ 3 アの もので • 斯 とを 化な 巧 
いものは ない ことが 巧な される。 お ホの もので ない わら •化* の 約 巧から， 聊^, ず ふので わ 
つて、 ま 巧で 「二十 巧 幸 J とを ムん がれが g が ある •り 本で も 巧に が 化せょ と1 ぢム やうな こと 
は •寅は 巧 不孝ので が 多い から— さう ち ふが がわる ので あつて- がの 巧が には •「子 化を 矿巧 
がれ』 と云ム 本は】 つもない •曲がが 何 巧へ 巧 つても ない， 

拽に ホり サ ょと 巧ム 『二十 四ず J ポ わるから •ま 巧は •さぞ ホ 巧の 曲で わらう i 化つ たら ば 
乂閒巧 ひ、 それと 问じザ 巧で わらう と 思 ひます。 

自山巧 e とち ムこ it •もんに をムて 居る •か齡 gw を 巧ん に 巧ムて 居る •がが て & ないか 
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らすム て 居る ので、 それを^で は資 巧して 居る ものと^ < して' なは i けない つもりで 巧 ホ 
巧 巧と いム やうな がが を やり i したが •わ ちらには 目 ザの やうな 立 巧な 巧 ホの 仕 巧は ない ので 
わりを 卞， 

日本の 奶 Si 剛齡と ミム やうな もの も •是 はが 巧 本の 巧り で & ると 云ん ことを 游 化した 0 であ 

り 4卞* 

十 凹 •蕾 物は 事赏 と違ム 

も ゥーつ 本に ついて 邮郎 いおは •化は •巧な 蹄胜 へげつ て 化て •ゼネ パへ 巧つ て 非 巧に _权 巧 
をな つた •がら < な 化， 闻巧 巧盟に 則が を 巧つ た 人は ないだら うと 化ん •ホ 巧に 欣 なむ 持が し 
ち 巧も世巧の^辦が搞がため‘ 惟3^^平巧のわめち ゎ、带つ芸破な^^に坑して’ 何化な 
はなちむ をが つたわと お ふと •わす こ へげつ て 化て* 如何に 中な 曲と 玄ム ものが お 巧で わる わ 
巧闽な 巧を がむ と •パランス •ォプ •.ハ I ヴ I とが ム やうれ ことが 巧いて あつて •巧 巧邮 にはな 
巧な たなが ある。 巧る が 脱に， 巧う 云ム ことを すると 巧技 だとち ふやうな こもが 巧いて かる。 
それは •狀 がの あるを 巧の やうに 拟 つて-わ うま ム閒泌 つたこと を すれば. 田 巧な 巧 おになる 
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と •巧う 保 巧して 巧り 4 したが • w 巧 じへ 巧つ てなる と ー ザムと •ベル ギー •オランダ •ルタ* 
y プル ク ，スキ K、 其の 化 •世 巧 巧 巧 後に み 方面に ちつ ぽこい 中な 田が 巧 山川 巧て •巧に ペル 
ギ ー のかき は、 も •班を， 日本と 巧 じ やうな 巧みが を 巧つ て 巧る。】 ザには 巧 巧 > ホ IK トリ 卞 
《ン ポリー •をム に 巧る やうな みじめな 化 巧を してが る。】 ホには ちちが や 船 巧が 現 化が 持で 
巧访 をい 0 坦もお & してね る •下 巧 巧 狂して 盾る 人 拙が ホん 巧を 抱いで •化の 子は ホん 巧で 何 
にもなら れい •さう して •巧 狂して 盾らない ので わるから •么 t 巧す ことは 巧が で わる •之に 
巧 巧 ふのは 人 si に W する の だと 同じ 中うな ことで • なおな-'--^ しいと 化つ たことは ない。 

巧 も 巧が ホ 巧 おを 拥 巧の 巧ぶ は •抑 ホが のかく 洲义 畦は •闻 巧とは すム もの I •いろい 
ろに » つて、 中の 闻の 入！^ になつ たり •この 曲の 人が y なつたり •巧 巧が « る巧每 に々 
して わる •どこの W もが 中 •田 おが 巧 時で かし も 袖 斯が化 ホない •巧つ て， ナぺて 自分の がな 
のょ いやう に 本に 巧 レて をる ので • T 巧 •巧* が 巧 巧 巧を 巧つ て •» 巧が 拾，々 S とち ムサう 
な ことが S れ すべ わらざる 巧 雌 だと 思つ て 居る とを ふと • 5^ をが 恶 いと M 巧プ 。ヴク •をが の 
H の ものは 员 はない ゼと 、自 めがおは 何 巧へ 巧つ たかがら な < なつて し i ム。 

巧ら<， 持巧は， これをとをが巧つた»濟|||が阳ホると巧じやうに， |^て本に誤られて枉つ 
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たと 一占ム ことを 深 < 黨」 て-な 0 受 。のとが 嚴齡 •を 用は にして が ミ 云ム 巧に* 

へ 1。 で敢 が け ミな も- が： ^ さを したが ■こん* の M が— て阳 になる- si 云ん 言 
に民抗，むを持モ±した。 e — 

スモ ンナ 々ル。 さ占ム がが & つて . W 繫 がわろ 共 泣では’ 席を はて 王 ま 寺 巧 ミ 
つて 居る。 それは がに 行を 巧つ た •ちしい が な 巧で わるが， ホで になが 所で わるから.— に 
せがで わるち ば < ち% を f 巧 R が® かわ 畫で . W 袖の か 巧4 ないから 田 氏の 巧を が 虫ら 
ない ■斯う 一 占 ム麗つ ミ 道に 反す もの 柳の〜 のが* 白して’ 蔡す ろこうい ムも？ のこ そ 
闽巧蹄 阻が 垣 班して 繁にぉ か ナベを 4。でゎ るのに. 議 f の 田を すら も 中由陌 とし 
一て* 孚 るので あを ちな は繁に Kf 巧つ て. がが かを のむ* 中な 阁 のがな ミつ て 
W ホち 巧 持 するとい ム のはが がで わろ 是は どうしても 肪ホ をろ 耽 ホになる のがな 巧 だ 
W 餐風中 ミ— らうむ- 贴は 中* 利 話 化が がいの ミちを には 班 ホな どには ミ* 
八す まいが’ gi の わる こ ミホ K ミろ 必中が がが わるを》 とが 掛卞 るは 上は •口 本 基 
W ホ ミ しちや 执で t •邮ム が 吸军る 担’ 巧。 てが つた ホが をい. 3 うして’- ホ* かを 
-强 して.； のがが 巧つ て’ 因を 重卞 ょり M 泌 はを いと ミて 栗ので を ミス 
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一 五、 資本家への 利益 配當の 制限 

結 苗と しては、 ホ 巧 中 七げ たやう に、 なは g がが、 巧が が 巧 制 巧を^ へまず か、 何を おへ i 
ナ かなれ ま 甘め が、 政府の 巧 制に 巧る 巧 巧に 化つ て、 田 おを 巧技す るに あら ざれば、 巧 W は A 
巧に がちる とち ふが がを 巧 巧に 卿披 巧して がが がを 巧たい ので あり ホす が、 がらく かりの 巧が 
には おの 班は «れ ない と悲 巧して 居る ので ありまず。 

唯 だ問扭 はさう いふ ことは お W 巧本裝 の 的を 祐らに 化 やすのみ である、 护う レムが 齡 にな b 
ますから、 化はがなのが曲に巧て、 .^-^2;のやうにががががをとら卡、 |^に公お^に限らず、 
あらゆる^^におしてが巧の制化をする、 即ちたホとか八ホとかに配巧制化をして施がにみ巧 
の ホ 化を をめ、 をれ WA の ものは 巧を としてみ 山げ れ ばを いと 化 ひます •凡そり みお、 資本み 
の 力の ない 巧は ない •他人 巧の ことを か k- げる 則 g がない やうで ありを すが、 辦 へば 化 巧が 
やつて 居 〇 ますな 力^ お 大巧 九と いつて 日本では 大きい. ある お 京 巧が、 大问お 如、 
日本 巧 力、 お 巧な 力、 {ず 治 川、 このが をを 巧 力 香が ゎります 夕所巧 L 奇 a お ♦のが*^ < といん も 
のは 巧 もむ い、 か 巧 おか 巧 やつて 居る ので、 巧に 配 巧 される としても 文句を すん 人 
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がない •がが が この K にめ で、 巧 本 おなる ものに 力が 無く、 义 其の レを 思を 尊' Si しを い 巧は をい 
ので わりまず •能くせ 聞では 黄^が は 届す る、 贿鹏 がどうのと いひを すが、 R 本では が阳に 
無 巧が あるから、 S が おいので をな ま ザは 巧に 巧乏 » を 引いて、 化 人のを を 巧つ て 触 巧して 巧 
るので、 が t 铃 つて 居る 人が 化 ましない といん のが U 本の 巧 まがの か 曲で わり、 今 U の やうな 
共の お 巧 巧 巧 t これから どうかし ょうと いん 時が に ば、 お 所に なつで 居る と あ ひます。 n がで 
は 脱 1、 m 井、 一二を、 がが、 安町、 巧 他人の 金で 化 巧た して 居る ので ビク くして 巧 〇 まず。 
がの巧おにが巧の化審をして居る w 5^ i ^^はがをばか o でやつ て巧りまず。 これを^がけること 
はなんで もない、 齡 g を 制限して を 都 巧挣に 巧し、 大いにが おしてが 闻强 兵の 大方 かで 巧む ベ 
を もの だと 巧 じて 巧は をい ので わります • — たり 1 
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